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第 36回　若潮杯争奪武道大会

講道館鏡開式 合気会鏡開き式
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ニュース

　

講
道
館
鏡
開
き
式
は
１
月
��
日
に
、
全

国
か
ら
約
���
名
の
修
行
者
、
関
係
者
が
集

ま
っ
て
講
道
館
大
道
場
で
行
わ
れ
た
。

　

式
は
午
前
10
時
に
開
会
。
は
じ
め
に
講

道
館
員
を
代
表
し
て
北
哲
郎
八
段
が
「
今

年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年
で
す
。
柔
道
は
世

界
各
国
に
飛
躍
的
に
普
及
・
発
展
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
発
展
は
嘉
納
治
五
郎
師
範

が
確
立
し
た
柔
道
に
日
本
の
武
道
の
『
勝

っ
て
驕お
ご

ら
ず
、
負
け
て
腐
ら
ず
』
の
精
神

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

近
年
、
勝
負
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
、
礼
を
失

す
る
こ
と
が
見
ら
れ
、
懸
念
し
て
お
り
ま

す
。
柔
道
は
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム

で
は
な
く
、
人
生
の
哲
学
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
本
質
は
『
精
力
善
用
』『
自
他
共
栄
』

の
教
え
を
体
得
し
、
世
に
補
益
す
る
こ
と

で
す
。
日
本
伝
統
の
柔
道
の
教
え
に
立
ち

返
り
、
微
力
を
尽
く
し
て
柔
道
の
確
立
に

邁ま
い

進し
ん

す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
」
と
賀
詞
を

述
べ
た
。

　

次
に
、
上う
え

村む
ら

春は
る

樹き

館
長
よ
り
年
頭
挨
拶

が
あ
っ
た
。

「
本
鏡
開
式
は
講
道
館
が
始
ま
っ
て
間
も

無
く
開
催
さ
れ
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
重

要
な
行
事
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
新
年
を

祝
い
、
館
員
の
無
病
息
災
、
そ
し
て
修
行

者
の
安
全
を
祈
願
す
る
こ
と
が
趣
旨
で
あ

り
ま
す
。
今
年
も
柔
道
界
で
は
、
た
く
さ

ん
の
行
事
、
大
会
等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
夏
に
は
２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
嘉
納
師
範
が

心
血
を
注
い
で
育
て
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
そ
の
意
志
を
継
い
で
柔
道

界
が
一
丸
と
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成

功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
も
年

頭
に
あ
た
り
、
嘉
納
師
範
の
遺
訓
に
立
ち

返
り
、『
精
力
善
用
』『
自
他
共
栄
』
の
実

践
に
努
め
、
皆
様
と
一
緒
に
国
内
外
に
正

し
く
柔
道
を
普
及
・
振
興
し
、
そ
し
て
後

世
に
も
正
し
く
柔
道
を
伝
え
て
い
く
責
務

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
す
」

　

そ
の
後
、
７
種
の
形
の
演
武
、
強
化
選

手
と
少
年
部
・
女
子
部
・
成
年
部
に
よ
る

乱
取
稽
古
が
披
露
さ
れ
た
。
本
年
は
、
少

年
部
に
井
上
康
生
柔
道
日
本
男
子
監
督

が
、
女
子
部
に
女
子
78
㎏
超
級
選
手
と
し

て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
内
定
し
て
い
る

素
根
輝
選
手
が
参
加
し
、
会
場
の
注
目
を

集
め
た
。

　

昇
段
発
表
証
書
授
与
で
は
、
各
段
位
に

昇
段
し
た
代
表
者
に
上
村
館
長
か
ら
証
書

が
手
渡
さ
れ
た
。
恒
例
の
し
る
こ
会
で

は
、
参
加
者
が
し
る
こ
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
仲
間
た
ち
と
語
り
合
っ
た
。

  
講
道
館
鏡
開
式

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
へ

　
日
本
伝
統
の
柔
道
の
教
え
に
立
ち
返
ろ
う

上村春樹館長

形の演武（柔の形） 形の演武（投の形）

৺技ମ ਓΛҭͯΔ૯߹ࢽ
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少年部乱取稽古には井上康生柔道日本男子監督（右）が参加
素根輝選手（左）が女子乱取稽古に参加し、

修行者と汗を流した

昇段発表証書授与

■
形
演
武
者

♢�

投
の
形
＝
取
・
冨
澤
和
英
七
段
、
受
・

巻
下
広
史
五
段

♢�

固
の
形
＝
取
・
下
野
龍
司
五
段
、
受
・

大
舘
斗
志
爾
四
段

♢�

極
の
形
＝
取
・
道
場
良
久
八
段
、
受
・

南
保
徳
双
六
段

♢�

柔
の
形
＝
取
・
浅
野
日
月
女
子
弍　

段
、
受
・
浅
野
華
月
女
子
初
段

♢�

講
道
館
護
身
術
＝
取
・
福
地
賢
志
郎

七
段
、
受
・
新
井
栄
二
六
段

♢�

五
の
形
＝
取
・
市
川
洋
文
六
段
、
受
・

山
﨑
正
義
七
段

♢�

古
式
の
形
＝
取
・
中
西
英
敏
八
段
、

受
・
松
本
勇
治
七
段
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ニュース

　

合
気
会
鏡
開
き
式
は
１
月
��
日
に
合
気

会
本
部
道
場
で
開
か
れ
、
国
内
外
か
ら
約

１
千
名
の
修
行
者
が
集
ま
っ
て
新
年
を
祝

っ
た
。

　

式
は
午
後
２
時
に
始
ま
り
、
植う
え

芝し
ば

守も
り

央て
る

合
気
道
道
主
が
年
頭
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

「
合
気
道
開
祖
・
植
芝
盛
平
翁
が
創
始
さ

れ
た
合
気
道
は
現
在
、
世
界
140
の
国
と
地

域
に
大
き
な
輪
が
出
来
上
が
っ
て
お
り
ま

す
。
開
祖
の
つ
く
ら
れ
た
技
と
哲
理
が
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
日

に
至
る
ま
で
多
く
の
方
々
が
真
摯
に
合
気

道
に
取
り
組
ん
で
き
た
現
れ
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
今
稽
古
を
し
て
い
る
方
々
は

正
し
い
形
で
次
の
世
代
へ
繋つ
な

げ
て
い
く
こ

と
が
責
務
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
今
年
は
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
が

群
馬
県
・
高
崎
ア
リ
ー
ナ
で
、
第
13
回
国

際
大
会
が
代
々
木
の
青
少
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定
で
す
。
本
年
は

今
ま
で
と
違
っ
た
形
で
色
々
な
行
事
が
あ

り
ま
す
。
行
事
の
開
催
の
た
め
に
は
皆
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
中
の
合
気
道
修

行
者
の
方
々
の
お
力
が
必
要
で
す
。
し
っ

か
り
稽
古
を
し
な
が
ら
今
年
も
皆
さ
ん
と

共
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

次
に
、
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
が
役

員
挨
拶
を
行
っ
た
。
植
芝
道
主
の
奉
納
演

武
の
後
、
推
薦
昇
段
者
の
発
表
及
び
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
初
段
か
ら
七
段
ま

で
の
各
段
位
昇
段
者
の
代
表
者
と
八
段
昇

段
者
に
植
芝
道
主
が
証
書
を
手
渡
し
た
。

　

証
書
授
与
式
後
は
、直な
お
ら
い会

が
開
か
れ
た
。

は
じ
め
に
、
多
田
宏
本
部
道
場
師
範
が
挨

拶
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
赤
沼
二
己
男
理

事
の
発
声
で
乾
杯
。
参
加
者
た
ち
は
卓
を

囲
み
な
が
ら
、
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

植芝道主による奉納演武

  
合
気
会
鏡
開
き
式

日
々
精
進
し
な
が
ら

　
主
要
行
事
の
成
功
を
祈
念

昇段者への証書授与

直会

植芝守央合気道道主



好
評
発
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中
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日本武道館発行の単行本

ຊ道館 ฤ

ຊの道

（B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

ా͠ΜͨΖ͏ ஶ
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

ຊのݩಙ

ੁ ֮明 ஶ
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・334 頁 ）

ྶડ
Ѩݚޠ

അݟ௩তٱ ஶ
小学校教諭

（ 四六判・上製・320 頁 ）

#6%0ɿ
5)& ."35*"- 8":4 0' +"1"/

ຊ道館 ฤ
༁ɾฤूɿΞϨΩαϯμʔɾϕωοτ

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道のશ༰を͜のҰにूେʂ ʰ日本の武道 のɦӳจ൛（%7%）

武道に͓͚るྱ法をখּྲྀݪफՈがʑにࢦೆ

のਓ伝ݚਓѨٷ代のر 日本ਓがڌりॴとしてきたՁ؍をৄ説

道 そのັྗٷ

Ԭଜ๛ଠ ஶ
山口大学名誉教授

（ 四六判・上製・272 頁 ）

ʰྠޒ書 なɦどの代දతな武道伝書をৄ解 ஶऀのੜをたどり、ٷ道のັྗにഭる

武道をわかりқ͘ඳいた教ཆϚϯΨ

道のྱ法

খּݪਗ਼ ஶ
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）

道ॻΛಡΉ

౬ઙ　ߊ ஶ
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

どもを育Ή武道の教育ྗをৄ説ࢠ 武道のจԽత・伝統తなࣄฑを解໌

道
Ͳの৺Λ͙͘Ήࢠ

ੁ　७ ஶ
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
தଜ ຽ༤ ஶ

福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

ɺͳͥ道͔ࠓ
―文化と伝統を問うー
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ニュース　若潮杯争奪武道大会

　

第
��
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会
（
主
催

＝
日
本
武
道
館
、
国
際
武
道
大
学
）
が
昨

年
��
月
��
日
・
��
日
に
国
際
武
道
大
学
で

開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
高
校
生
が
初
日

に
剣
道
（
団
体
）、
２
日
目
に
柔
道
（
団

体
）、
な
ぎ
な
た
（
個
人
）
の
各
種
目
で

日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
競
っ
た
。

□
柔
道
の
部
（
男
女
各
��
チ
ー
ム
）

　

１
・
２
年
生
に
よ
り
、
男
子
５
人
制
、

女
子
３
人
制
で
実
施
さ
れ
た
。
４
校
ず
つ

の
予
選
リ
ー
グ
の
後
、
各
リ
ー
グ
上
位
２

校
、
計
８
校
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
優
勝
を
争
っ
た
。

　

男
子
は
、昨
年
優
勝
の
国
士
舘（
東
京
）

と
昨
年
準
優
勝
の
東
海
大
付
属
相
模
（
神

奈
川
）
が
、
今
回
も
決
勝
で
顔
を
合
わ

せ
る
。
試
合
は
、
国
士
舘
が
次
鋒
戦
で
一

本
勝
を
収
め
、
そ
の
ま
ま
１
─
０
で
勝
利

し
、
見
事
２
連
覇
、
９
回
目
の
優
勝
を
成

し
遂
げ
た
。

　

女
子
は
、
夙
川
（
兵
庫
）
が
敬
愛
（
福

岡
）
に
２
─
０
で
勝
利
し
、
３
年
ぶ
り
２

回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

□
剣
道
の
部
（
男
女
各
��
チ
ー
ム
）

　

１
・
２
年
生
に
よ
り
、
５
人
制
で
行
わ

第
36
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会

国
士
舘（
東
京
）が
２
連
覇

柔道男子決勝次鋒戦＝国士舘・岡部（右）が内股で一本勝

剣道男子決勝次鋒戦＝育英・緒方（左）が攻める

れ
た
。
３
校
ず
つ
の
予
選
リ
ー
グ
の
後
、

各
リ
ー
グ
１
位
、
計
８
校
に
よ
る
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
で
覇
が
競
わ
れ
た
。

　

男
子
決
勝
で
は
、
昨
年
準
優
勝
の
育
英

（
兵
庫
）
と
昨
年
３
位
の
翔
凜
（
千
葉
）

が
対
戦
。
次
鋒
戦
で
勝
利
し
た
育
英
が
翔

凜
を
１
─
０
で
降く
だ

し
、
15
年
ぶ
り
２
回
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

女
子
決
勝
で
は
、
昨
年
優
勝
の
県
立
守

谷
（
茨
城
）
が
、
筑
紫
台
（
福
岡
）
に
代

表
者
戦
で
勝
利
し
、
３
年
連
続
９
回
目
の

優
勝
に
輝
い
た
。

□
な
ぎ
な
た
の
部（
男
子
��
名
、女
子
��
名
）

　

１
〜
３
年
生
に
よ
り
、
男
女
と
も
予
選

柔道男子
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【
大
会
結
果
】

■
剣
道

▽
男
子
＝
①
育
英
（
兵
庫
）
②
翔
凜
（
千

葉
）③
東
奥
義
塾（
青
森
）、郁
文
館（
東

京
）

▽
女
子
＝
①
県
立
守
谷
（
茨
城
）
②
筑
紫

台
（
福
岡
）
③
桐
蔭
学
園
（
神
奈
川
）、

東
奥
義
塾
（
青
森
）

■
柔
道

▽
男
子
＝
①
国
士
舘
（
東
京
）
②
東
海
大

付
属
相
模（
神
奈
川
）③
県
立
田
村（
福

島
）、
東
海
大
付
属
甲
府
（
山
梨
）

▽
女
子
＝
①
夙
川
（
兵
庫
）
②
敬
愛
（
福

岡
）③
県
立
小
杉（
富
山
）、帝
京（
東
京
）

■
な
ぎ
な
た

▽
男
子
＝
①
入
江
晃
太
（
県
立
大
分
西
）

　

②
比
留
間
寿
彦
（
埼
玉
栄
）
③
黒
川
大

輔
（
國
學
院
大
栃
木
）、髙
田
政
弥
（
県

立
甲
府
昭
和
）

▽
女
子
＝
①
安
藤
鈴
華
（
岡
山
県
美
作
）

②
山
口
桃
葉
（
県
立
盛
岡
第
二
）
③
丹

沢
優
月
（
県
立
甲
府
昭
和
）、
久
米
祥

生
（
埼
玉
栄
）

なぎなた女子優勝＝
安藤鈴華（岡山県美作）

なぎなた男子優勝＝
入江晃太（県立大分西） 剣道女子優勝＝県立守谷（茨城） 剣道男子優勝＝育英（兵庫）

柔道女子優勝＝夙川（兵庫） 柔道男子優勝＝国士舘（東京）

リ
ー
グ
戦
の
後
、
各
リ
ー
グ
１
位
に
よ
る

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
覇
を
競
っ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
入
江
晃
太
（
県
立
大
分

西
）
が
比
留
間
寿
彦
（
埼
玉
栄
）
に
ス
ネ

で
勝
利
し
、
優
勝
を
決
め
た
。

　

女
子
は
、
安
藤
鈴
華
（
岡
山
県
美
作
）

が
山
口
桃
葉
（
県
立
盛
岡
第
二
）
を
メ
ン

で
降
し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

なぎなた女子決勝＝安藤（左）が攻める

৺技ମ ਓΛҭͯΔ૯߹ࢽ
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その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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日本武道館発行の単行本

ʹཱͭ
গ柔道ࢦಋ法

തװ Ҫ ஶ
ಋ෦՝ࢦಓؗಓ場ߨ

	 ̖５判・並製・DVD 付・414 頁 


柔道のࢠঁ
　　歴史と課題

߳ ޱࢁ ஶ
ஜ大学ମ育ܥ।教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

ా͠ΜͨΖ͏ ஶ
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

ɺͳͥ道͔ࠓ
―文化と伝統を問うー

தଜ ຽ༤ ஶ
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

Յೲ࣏五ൣࢣʹֶͿ

ଜా थ ஶ
ྉ෦ࢿಓؗਤॻߨ

（ 四六判・上製・2�2 頁 ）

大ઌഐʹฉ͘

ా୩ কढ़ ஶ
ऀهʮಓʯץ݄

（ 四六判・上製・376 頁 ）

道ʹ͓͚Δ
　　　ମと৺

લྛ ਗ਼ ஶ
ਆށ学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道
͢Β͍͠

ෲ ר一 ஶ
ॊಓक़لॊؗؗ

（ 四六判・上製・310 頁 ）

#6%0ɿ
5)& ."35*"- 8":4 0' +"1"/

ຊ道館 ฤ
༁ɾฤूɿΞϨΩαϯμʔɾϕωοτ

	 B５判・上製・DVD 付・336 頁 


ຊ道館 ฤ

ຊの道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

ʕその歴史と課題
柔道の国際化

ଜా थஶ
ྉ෦ࢿಓؗਤॻߨ

（ 四六判・上製・552 頁 ）

Ͳの৺ΛҭΉࢠ
道

ੁ　७ ஶ
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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